
福 祉・教育

千足古墳石室の文様
（岡山市埋蔵文化財センターのレプリカ）
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スーパー食育スクール事業の様子

健幸ポイントプロジェクトで
市民の健康寿命延伸
　　プロジェクト参加者の特徴
や傾向は。
　　男性が全体の約４割で、
40歳以上60歳未満の比較的若
い世代が４割を超えている。１
日8,000歩以上歩き、かつ運動
習慣のある人が25％。一方で、
健康無関心層が約17％となっ
ており、運動が十分でない層の
約57％と合わせた約75％が、
プロジェクトへの参加を契機に
健康づくりや運動に取り組み始
めている。
　なお、平成27年度は、さら
に1,000人の追加募集を行う予
定。

連携により自殺予防に効果
　　こころの健康センターでの
相談事業や啓発活動の効果は。
　　精神科医や心理士等による、
ひきこもりやアルコール・薬物
依存など、専門的な精神保健相
談を行っている。例えば、救急
搬送された自殺未遂者などを、
救急外来からこころの健康セン
ターへつないでもらい、再び自
殺しようとするのを防ぐ仕組み
をつくり、対応している。
　救急外来と連携し、自殺を回
避できたと判断した件数は、平

28人の議員が行った質問の中から、いくつかを取り上げて要旨を掲載個 人 質 問

成24年度12件、25年度13件、
26年度44件と増加し、効果が
出ている。
　普及啓発については、関係機
関・団体とともに、毎年度、９
月、３月を中心に街頭キャンペ
ーンやパネル展を行っている。
朝食の摂取頻度と学力に
相関関係
　　朝食を抜いている児童生徒
の現状は。また、学校で朝食を
提供することも研究しては。
　　本市の平成26年度調査で
は、朝食を毎日食べる児童生徒
は84.3％で、21年度の82.6％
から改善傾向にある。
　26年度にスーパー食育スク
ール事業の指定を受けた操南中
学校では、家庭と連携しながら
食生活と生活習慣の改善に取り
組んだ結果、朝食の摂取頻度と
学力向上の相関関係が認められ、
朝食の大切さを再認識した。学
校で朝食を提供することよりも、
生活習慣の確立が大切であり、
さらなる食育の推進や啓発に努
めていく。

自転車の交通ルールを守ろう
　　子どもたちへ意識付けのた
めに、本市でも試験や自転車免
許証を発行しては。
　　子どもたちが交通ルールや
マナーを楽しく学び、交通安全
意識を高め、交通事故防止につ
ながる方法の一つとして、本市
では平成27年度にモデル校を
選定し、交通講習を受講した小
学生へ免許証発行を予定してい
る。今後、実施に向けて関係機
関と協議したい。

千足古墳の整備
29年度末の完成を目指す
　　造山古墳群の保存整備状況
は。また、千足古墳の地元説明
会の開催時期は。
　　造山古墳主墳の周辺では、
古墳の範囲を確認するための発
掘調査を平成26年度に引き続
き実施している。
　千足古墳の整備について、
27年度は主に石室周辺の防水
工事と前方部の土地公有化を、
28年度は墳丘の復元や石室見
学施設の構築を行い、29年度
末の完成を目指している。地元
説明会は27年秋に行う予定。

全員の個人質問は市議会ホームページのインターネット議会中継で配信しています。

学校が、大学や企業、生産者、関係機関等と連携し、食育を通じた学力向上、健康増進、地産地消の推進、食文化理解など食育
の多角的効果について科学的データに基づいて検証を行い、その成果を分かりやすく示し、普及啓発することで食育のより一層
の充実を図る事業

※６　【スーパー食育スクール事業】用語解説

※６



暮 らし・経済

個
人
質
問

マイナンバー制度導入に向け
きめ細やかな対応を
　　①相談窓口や交付窓口など
の準備は。②現在の住民基本台
帳カードや印鑑登録カードはど
うなるのか。
　　①平成27年10月に住民登
録のある全ての国民に12桁の
個人番号が通知され、28年１
月から個人番号カードの窓口交
付が始まる。市民からの相談に
対応するため、本市独自のコー
ルセンターを９月頃に設置予定
で、各区役所には必要な要員を
配置する。市民のひろばおかや
ま10月号には個人番号カード
の申請方法などを掲載予定。②
住民基本台帳カードは個人番号
カードと引き換えとなるが、有
効期限までは利用可能で、印鑑
登録カードは引き続き利用可能。
老朽化が課題の西大寺斎場
　　方向性と今後の計画は。
　　斎場は昭和56年に整備さ
れ老朽化しており、新たな施設
整備に向けた検討が必要だが、
進入路が民家の間を通っており、
敷地も狭いことから、現在地で
の建て替えは困難。現在、斎場
を利用している瀬戸内市と今後
について協議している。
総合型地域スポーツクラブで
市民のスポーツライフを充実
　　本市の現状と専門的知識を
持った人材確保のための支援は。
　　市内には、小学校区、中学
校区、市内全域のそれぞれのエ
リアを対象に活動しているクラ
ブが12あり、指導者の確保や
認知度の向上などが運営課題と
なっている。
　クラブは市民が主体的に運営
参画し、スポーツに親しむ場の

一つであることから、スポーツ
団体指導者派遣事業を展開して
いる岡山県体育協会など関係団
体と連携し、活動に関する情報
提供や活動場所の確保などの支
援を通じて、クラブの育成に取
り組みたい。
自転車事故保険へ加入を！
　　啓発、普及の取り組みは。
　　近年の自転車事故では、加
害者が高額な賠償責任を負う事
例が発生し、保険加入の必要性
が高くなっている。
　そのため、市ホームページで
自転車事故保険を紹介するとと
もに、警察と合同の街頭啓発活
動や市の交通指導員による自転
車交通安全教室で保険加入を呼
びかけている。また、中学・高
校・大学の新入生に、交通ルー
ルや利用マナーの理解と遵守を
呼び掛けるとともに、保険加入
の啓発チラシを配布している。
　今後も広報紙への掲載等を含
め、関係機関や学校等とも連携
し周知に努める。

資産の有効活用で
新たな収入の確保を
　　例えば、固定資産税納付書
の封筒に広告を募集しては。

　　本市では、ホームページ、
広報紙等の印刷物などへ広告を
募集し、平成26年度決算では
約3,400万円の収入見込み。
　現在、市税の基幹システムを
再構築中で、システム稼働のタ
イミングに合わせて、封筒のサ
イズが大きくなり、広告のスペ
ースもできる。28年度から広
告募集を実施できるようにした
い。今後も、積極的に広告収入
の取り組みを進めたい。
有害鳥獣の捕獲奨励金に
県の補助制度を活用
　　どのように活用するのか。
　　本市ではイノシシの捕獲に
対し、通年１頭4,000円の奨励
金を交付しているが、７月から
９月の夏季期間は、県の補助を
活用し4,000円の上乗せ助成を
している。
　さらに、県が平成27年度に、
11月15日から３月15日の猟期
に狩猟により捕獲したイノシシ
とシカに対し、１頭4,000円を
上乗せする制度を創設したこと
から、活用を検討したい。
農産物の販路拡大を支援
　　ブランド化をはじめ、果樹
栽培等の振興・活性化の方策は。
　　白桃やぶどうなどの果物は、
大都市圏の百貨店や卸売市場等
でＰＲ活動を行っている。
　平成26年度からは、農と食
の全国規模の展示商談会である
「アグリフードＥＸＰＯ」大阪
会場への出展を支援しており、
市が出展ブースを確保し、研修
会を開催している。４団体から
ミニトマト、ネギ、千両なす、
パクチーなどの野菜や果物の加
工品が出展され、12件の商談
が成立したと聞いている。
　27年度は東京会場にも出展予
定で、岡山産農産物の認知度向
上と商談の成果を期待している。

交通指導員による啓発チラシ配布
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用語解説 ※７　【総合型地域スポーツクラブ】
地域住民が主体となって運営・活動を行う地域に密着したスポーツクラブで、多世代の会員が複数のスポーツ種目を選択でき
る。文部科学省では、スポーツ振興基本計画の中で、全国各市区町村で一つ以上のクラブを育成するとしている

※７



ま ちづくり・防災

個
人
質
問

市有施設の民間活用や民間施設を活用した公
共サービスの提供など、ＰＰＰ（多様な公民
連携）の推進に賛同する参加団体の対話の場

※８　【岡山ＰＰＰ交流広場】用語解説

未利用地活用に
民間のアイデアを募集
　　今後のスケジュールと対象
施設、提案されたアイデアの取
り扱いは。
　　平成27年７月中に新たに
「岡山ＰＰＰ交流広場」を通じ
て、福谷小学校跡地、大井小学
校跡地、高田小学校跡地、福谷
幼稚園跡地、高田幼稚園跡地及
び豊小学校拡張用地の６件を対
象に、民間アイデア募集を実施
する。
　提案されたアイデアを参考に
売却条件等を検討し、年内にも
改めて事業者を公募したい。
　今後も、未利用地の把握と仕
分けをしっかり行い、できる限
り早期に処分や有効活用ができ
るよう取り組みたい。
岡山駅西エリアの活性化に
ももちゃり活用
　　ポート設置の交渉状況は。
　　岡山駅西口エリアでの交通
手段の充実、中心市街地全体の
回遊性向上を図るため、サイク
ルポートを10カ所程度、自転
車を100台程度増やす予定。施
設管理者の了解を得ている岡山
駅西口広場の２カ所、岡山大学
津島キャンパスの４カ所は、平
成27年９月までに整備を進め
る。
　また、岡山県総合グラウンド
や岡山県生涯学習センター付近
を候補地として、施設管理者等
と協議を行っている。
公園のさらなる活用を
　　公園活用の課題とパークマ
ネジメント導入の目標は。
　　本市の公園は、必ずしもそ
の資源が有効に活用されていな
い。利用者のニーズに柔軟に対

空き庁舎となっている
旧瀬戸町水道庁舎

応するためには、公園を経営す
るというパークマネジメントの
視点を持つことが重要。
　平成27年はマネジメントを
積極的に行う公園を選定、類型
化し、目標を設定していく。石
山公園や西川緑道公園では、民
間によるオープンカフェの可能
性を探る社会実験や、その場所
にふさわしい活動について、市
民やＮＰＯ団体などと意見交換
を行い、魅力的な公園にするた
めの協働の仕組みを考える。
合併地区の公共施設を有効活用
　　旧瀬戸町水道庁舎を市民活
動拠点として再利用できないか。
　　合併後５年間は水道局瀬戸
出張所として使用していたが、
平成24年３月末に出張所を閉
鎖してからは空き庁舎となって
いる。現在、１階は書庫として
利用しているが、２階会議室は
ほとんど利用されていない。
　今後の活用については、閉鎖
した水道局の事務所をコミュニ
ティハウスとして貸し出してい
る例もあることから、関係課等
と協議していく。

地域の課題解決に取り組む
町内会をホームページで紹介
　　手本を作成し、各町内会の
底上げを図るべきでは。
　　近年、防犯・防災や環境対
策など、地域における課題が増
大し多様化する中で、町内会活
動の重要性が再認識されている。
地域課題の解決に向け積極的に
取り組んでいる事例を平成27
年中にホームページで広く紹介
し、町内会活動の充実につなげ
たい。
御津・建部地域の
生活交通を守る取り組み
　　現行のコミュニティバスと
併せて、デマンド型タクシーを
運行しては。
　　生活交通を持続可能なもの
とするには、地域住民が主体的
に取り組むことが重要で、経路
や運行形態も地域のニーズや特
性に応じて検討する必要がある。
　平成27年３月に、地域住民
で組織する「御津・建部地域の
生活交通を守り育てる会」に対
し、幹線ではバスによる定時定
路線運行、支線では乗用タイプ
車両によるデマンド型運行の案
を本市から提案している。
　今後、具体案なども示しなが
ら、同会と検討していく。
土砂災害危険箇所の調査結果
　　住民への周知は。
　　県が実施した現地調査をも
とに、土砂災害の恐れがある区
域を示した調査結果を、地元町
内会の協力で各戸回覧により知
らせている。
　現在、地元住民からの調査依
頼等によって新たに把握した危
険箇所も含め、周知が必要な全
1,484カ所のうち、1,288カ所
の周知を行っている。残りの結
果についても、平成27年度中に
すべて周知できるよう取り組む。

自宅や指定の場所から目的地まで、利用者の希望時間帯、乗車場所などの
要望（デマンド）に、安価な料金で対応する公共交通サービス。乗り合い
のため、他の利用者がいれば道順に回り、それぞれの目的地まで運行する

※９　【デマンド型タクシー】
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【次回定例市議会の開催予定】

《９月２日》本会議開会日
　　　　　　（議案-提案説明）
《９月８日～14日》本会議
　　　　　　（個人質問）
《９月16日》常任委員会
《９月24日》本会議最終日（採決）

平成27年９月定例市議会

議案などを詳細に審査するため、関
係の委員会に付託します。（議案の
内容によっては、付託しないものも
あります。）

⑤委員会付託

委員会が終わると、再び
本会議を開き、委員長が
委員会での審査の経過や
結果を報告します。

⑦委員長報告
委員長報告に対して議員が質
疑し、委員長が答弁します。

⑧質疑

議員が議案などに賛成・
反対の意見を述べます。

⑨討論

議案などについて可決
か否決かを決定します。

⑩議決
議長の閉会宣告で本会議が終わります。議長の閉会宣告で本会議が終わります。

議長の開会宣告で
本会議が
始まります。

議長の開会宣告で
本会議が
始まります。

条例や予算などの議案
が提出され、これを本
会議で議題とすること
を上程と言います。

②議案上程
提案者（市長な
ど）は議案の内
容と提案理由を
説明します。

③議案説明
議員が議案や市政全
般の施策等について
質問し、市長などが
答弁します。

④質問

担当部局から詳しく説明を受けたり、
質疑を行うなど専門的かつ詳細に審
査し、委員会として賛成すべきか、
反対すべきかを決定します。

⑥委員会

●●●●●●本 会 議 の 流 れ
①開会①開会

本会議に提出された議案
などについて、効率的・
専門的に審査する委員会
にゆだねるよ。

⑪閉会⑪閉会

み
な
さ
ん
と
市
議
会
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【今号の表紙】

　改選後、初の定例市議会となる６月定例市議会では、会派の代表質問と個人質問
を行い、新たな総合計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に向けた取り
組みや、交通施策など市政全般にわたり活発な質問が繰り広げられました。こうし
た議論が市政にしっかり生かされるよう議会としての役割を果たしてまいります。

　おかやま桃太郎まつりは８月1日、2日に開催予定で、今年も「うらじゃ」「納
涼花火大会」など多彩なイベントが予定されています。ぜひお出かけください。

編集後記

夏の夜を彩る花火と岡山城

会議市 日 誌
【５月】
１日
14日～15日
15日

15日
20日
【６月】
３日
５日
８日

９日

10日
18～22日
22日～29日
【７月】
１日

３日
６日
13日

市議会協議会
　　　５月臨時市議会
総務、保健福祉、環境消防水道、
経済、建設、市民文教委員会
大都市制度調査、多様性のあ
る社会実現調査、岡山市へ人
を呼び込む魅力調査、防災対
応力調査特別委員会　

議会運営委員会
議会運営委員会

大都市制度調査特別委員会
議会運営委員会
総務、保健福祉、環境消防水道、
建設、市民文教委員会及び同協
議会、経済委員会
市民文教委員会及び同協議会

６月定例市議会開会
　　５会派による代表質問　
　　　28人の議員による個人質問

総務、保健福祉、環境消防水道、
経済、建設、市民文教委員会
議会運営委員会
６月定例市議会閉会
議会運営委員会


